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1 月 27 日(土)水戸市の水戸京成ホ

テルにおいて当協会の新年会を開催

いたしました。 

令和 2 年から始まった新型コロナ感

染症の影響により、開催中止を余儀な

くされていた新年会も、昨今の社会情

勢を鑑みながらの再開となり、4 年ぶ

りの開催にこぎつけることが出来ま

した。 

懇親会には約 50 名の協会会員なら

びに会員企業の皆

様が出席され、久

しぶりの再開を喜

び合い、賀詞の交

歓ならびに情報の

交換を楽しんでお

りました。 

また、来賓としては参議院議員であ

り、前の参議院議長をお努めになられ

た山東昭子参議院議員（自由民主党環

境保全議員連盟会長）がこの新年会の

為に東京よりお越しいただいたこと

をはじめ、岡田広

い ば ら き 自 民 党

最高顧問、石川昭

政衆議院議員（デ

ジ タ ル 庁 お よ び

内閣府副大臣）、

上 月 良 祐 参 議 院

議員（経済産業及

び内閣府副大臣）、

田 所 嘉 徳 衆 議 院

議員、加藤明良参

議院議員、高橋靖

水戸市長、成田浩

明(公社)茨城県水

質 保 全 協 会 理 事

長 の 皆 様 に 御 出

席を賜り、同じく

自 民 党 環 境 保 全

議 員 連 盟 の 所 属

の、国光あやの衆

議院議員、葉梨康

弘衆議院議員、永岡桂子衆議院議員の

皆様は公務の為出席が叶わず、それぞ

れ秘書の方にご出席いただきました。 

懇親会は岡島理事長の挨拶に始ま

り、ご来賓の皆様それぞれより新年の
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ご挨拶及びこれからの県内環境にお

ける当協会への期待のお言葉を頂戴

し、秋山前理事長(現理事)の乾杯によ

り宴が始まり、立食パーティ形式で周

囲には椅子も配置されていましたが、

皆様は立ったままで会員同士もしく

はご来賓の皆様との情報交換にいそ

しんでいました。 

新年会は 17 時から始まり、19 時に

は長塚副理事長の中締めの挨拶によ

り終了となりましたが、コロナ禍の一

応の落ち着きから、このような催しが

行えたことを喜びと感じるとともに、

当日ご出席いただいた会員の皆様及

びご来賓の皆様へは改めて御礼を申

し上げます。 

協会では令和 6 年もいろいろな行事

を予定しております。会員皆様のご参

加をぜひお願い申し上げます。 

 

不法投棄UDボランティア研修会 

12 月 22 日(金)茨城県庁 9 階講堂に

おいて、不法投棄監視 UD ボランティ

ア研修会が開催されました。 

 その席上で長年の UD ボランティア

活動に対する表彰式が行われ、当協会

関係では、水戸市の(有)水戸環整セン

ターの古谷邦彦様が受賞いたしまし

た。 

 心からお喜びを申し上げますとと

もに、今後とも UD ボランティア活動

への積極的な参加をお願い申し上げ

ます。 

 

1  度定例役 会の開催 

1 月 17 日（水）午前 10 時より 1 月

度の定例役員会を水戸京成ホテルに

て開催いたしましたので、当日の議事

内容等についてご報告いたします。 

 

出席理事 

岡島理事長 長塚・池田副理事長 秋

山・小林・早川・繁藤・石井・犬塚・

山村・樋口理事（理事 13 名中 11 名出

席） 露崎・佐藤監事 

協議事項 

①能登半島地震について 

1 月 1 日に発生した能登半島地震につ

いて、前例に倣いお見舞金を拠出する

ことに関して協議を行い、熊本県地震、

北海道地震の際と同様に 30 万円を贈

呈することといたしました。 

贈呈方法については、昨年 11 月の千

葉県における全国大会の際に、(一社)

全国浄化槽団体連合会の会長であり、

富山県環境保全協同組合の顧問でも

ある上田勝朗様より富山県訪問のお

誘いを受け、当初より 2 月 16 日に当

協会から長塚副理事長、池田副理事長、

秋山理事、小林理事の 4 名で富山県に

伺うことになっておりましたので、訪

問の際に手渡すこととしました。 

被害を受けた石川県能登半島及び新

潟県を含む北陸地方の皆様には心か

らのお見舞いを申し上げますととも

に、一日も早い復旧復興をお祈り申し

上げます。 

②2024 年度の年間予定について 

2024 年度(令和 6 年度)の行事計画を

策定するにあた

り、日本環境整備

教育センター主

催の講習会の茨

城県での開催に

ついて検討しま

したが、適当と思

われる講習会が

見当たらなかっ

たので来年度は

開催しないこと

にしました。 

尚、市町村の浄化

槽清掃業の許可要件のひとつとなっ

ている浄化槽清掃技術者講習など、県

内事業者の希望等をアンケートで確

認し、受講希望者が一定以上見込める

場合には、2025 年以降、県内での開催

を検討することとしました。 

③協会だよりについて 

協会だより 1 月号の内容について広報

研修委員会より提案があり承認され

ました。県内全ての市町村、県の関係

機関に無料配布しています。もし、ご

希望の関係者の方がありましたら当

協会までご連絡下さい。 

④会員の退会について 

古河市の旭産業高橋衛生社が令和 5 年

12 月末で廃業し、令和 6 年 3 月をも

って当協会を退会したい旨申し出が

あり受理しました。 

これまで長年にわたり、協会の運営に

ご尽力を賜りましたことを御礼申し

上げます。 

⑤大子町衛生センター竣工式につ

いて 

令和元年の台風被害により浸水し

使用不能となり、当協会でも支援業

務として東海村の衛生センターま

で汚泥の運搬を行っていた大子町

衛生センターの新施設が竣工し 2

月 17 日（土）にその竣工式が開催

されることとな

りました。 

竣工式には当協

会もご招待をい

ただきましたの

で、岡島理事長

が出席すること

となりました。 

 

報告事項 

①新年会の出席

状況について 

事務局より 1 月

27 日の新年会の

出席予定状況に

ついて報告があ

りました。 

②浄化槽の清掃

に関する講習会

について 

3 月 2 日に開催

予定の浄化槽清

掃に関する講習

会について事務

局より準備状況

について報告が

ありました。 

今回の講習会では、フジクリーン社製

浄化槽の清掃について講習を行うと

ともにメドー社製の浄化槽ブロアー

に関する講習も同時に開催し、その修

了証を受取った会員企業が販売設置

したメドー社製ブロアーに関しては、

保証期間を 5 年に延長する優遇措置が

取られます。 

会員各社のご参加をお待ち申し上げ

ております。 

 

 以上の内容で 1 月度の役員会を開催

いたしました。 

 

(一社)日本環境保全協会新年賀詞交歓

会に   

 1 月 16 日(火)東京千代田区の KKR

ホテル東京で行われた賀詞交歓会に

参加しました。 

 賀詞交歓会に先立ち、以前より自民

党環境保全議員連盟に加入いただき、

現在副事務局長を務められている石

川昭政衆議院議員の事務所を訪問し、

そこから副大臣を務められているデ

ジタル庁の副大臣室へとご案内をい

ただきました。 

 デジタル庁庁舎は国会議事堂から

もほど近い千代田区紀尾井町のビル

の中にあり、窓からは衆参両議長公邸

を臨める場所にありました。 

 その後賀詞交歓会会場へ移動し、全

国から集まったメンバーと新年のあ

いさつを交わすとともに、情報の交換

を行ってまいりました。 

 

当協会では新し  務職 を採用 

たしました 

 1 月より当協会では、新しい事務局

員を 1 名採用し、業務に就いておりま

す。 

 新事務員の名前は「高橋」さんです

ので、皆様これからよろしくお願いし

ます。 

新型コロナやインフルエンザなど、ま

だまだ油断が出来ませんが、力を合わ

せて乗り切って、 る 春を迎えまし

ょう！ 


